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●いちごの栽培スケジュール

産地担い手
ビジョン

●就農までの流れ

（R5.2作成）

就農相談 体験研修 面接 研修1年目 研修2年目 就農

研修内容

農地選定

計画作成

ハウス建設農地協議

営農・資金計画作成

・国東市の年間平均気温は16℃程度、年間平均降水量は1,500mm程度と比較的温暖な気候で、
小河川や多くのため池が重要な灌漑用水となっており、平成25年には世界農業遺産に認定
されました。

・国東市の海岸沿いを中心に各地区でいちご栽培が行われており、加温機を備えたビニールハ
ウスで促成栽培(１１～６月出荷)を行っています。

・稲作+いちご(土耕、高設栽培)といちご専門(専作)(高設栽培)の方がいます。
・国東市の栽培品種は「ベリーツ」等が中心です。
・夫婦2名で栽培管理から、パック詰めまで行っています。
・いちごは1年を通して作業がありますが、収穫・パック詰めがある時期は特に忙しく、
収穫・パック詰めにかかる時間は、全労働時間の半分をしめます。

●国東市のいちご産地の紹介

栽培技術研修

就農５年目の経営目標

品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・いちご 20a 10t（5t）

・家族 2人 ・雇用 1人 （2月～6月）

・販売額 1,178万円 ・所得 478万円

※経営目標はあくまでも目標であり、保証するものではありません。
※減価償却費は所得に含む

親株
採苗 親苗管理

親株
定植

就農10年目の経営目標

品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・いちご 20a 12.6t（6.3t）

・家族 2人 ・雇用 1人 （2月～6月）

・販売額 1,400万円 ・所得663万円

・単収増加

●経営目標

定植 収穫
開始

補助事業協議

「のんびり田舎だけど
いちごでガッツリ！」

※親株採苗時期：
前年10～12月 定植用の苗育苗

収 穫

収穫
終了

片づけ
定植
準備



・氏名 新規栽培者 A
・経営概要
面積15a 単収4.5 t 販売額850万円
構成員家族２名

・就農２０年目
経営理念

『消費者も生産者も笑顔となるいちご経営』
・メッセージ
20年前に県外から国東に移住し、いちご栽培を
始めました。ベテランと言われる今でも、新しい技術を
取り入れ、美味しく、消費者に喜ばれるいちご作りに
取り組んでいます。

●モデル経営体の紹介

●問い合わせ先

・いちご栽培に熱意のある方
・国東市のいちごを盛り上げてくれる方
・地域との交流ができる方
・就農時４７歳未満の方

・就農支援制度
国東市青年就農給付金（準備型）

・移住等の支援
空き家活用支援事業補助金
あったか家族マイホーム新築・購入応援奨励金
Uターン支援事業
移住奨励金
子ども医療費助成

●国東市の支援策 ●産地が求める人材

●私たちがサポートします ～技術習得から就農までのサポート体制～

国東市役所 農政課
〒873－0503 国東市国東町鶴川149番地

TEL：０９７８－７２－５１６７
FAX：０９７８－７２－５１８２
メール：nosei@city.kunisaki.lg.jp

ホームページ：
https://www.city.kunisaki.oita.jp/

資金準備

県振興局
いちご担当

生産部会

就農コーチ

県振興局
いちご担当

就農用地

栽培技術
販 売

栽培施設整備

国東市農地担当 国東市事業担当

くにさきいちご部会

JAおおいた
東部事業部

就農準備

県振興局
事業担当

金融機関

連携

就農コーチ

産地の栽培技術
を教えます！

いちご部会の中でも高い
技術力をもつ生産者
(品種：ベリーツ等)

がコーチとなり、その生
産者のハウスで、実際に

いちご栽培に
携わりながら、

栽培技術や、パック詰め
の方法を学びます。 相談窓口・各種施策の活用支援 ：国東市・県振興局 新規就農者

J A

JAおおいた東部事業部営農支援企画課
〒873－0503 国東市国東町鶴川56-1
TEL ：0978-72-0617
FAX：0978-72-0654
ホームページ：https://jaoita.or.jp/


